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世代間交流事業世代間交流事業

ふれあいはくさん

※ 相談は、祝日、休日を除きます。

【松任支所】問い合わせ：こがね荘　TEL 276－3151

【美川支所】問い合わせ：美川ボランティアセンター　TEL 278－8555

【鶴来支所】問い合わせ：蓬莱荘　TEL 272－2750

【鳥越支所】問い合わせ：鳥越老人福祉センター　TEL 254－2446

【白峰支所】問い合わせ：福祉複合施設カルテット　TEL 259－8001

高齢者・障害者の福祉サービス利用援助、
金銭管理等の相談

定例無料相談

社会福祉法人白山市社会福祉協議会
白山市博労二丁目50番地（こがね荘内）
TEL 076（276）3151　FAX 076（276）4535

ホームページ　http://www.hakusanshi-syakyo.jp/
Eメール　syakyo- info@hakusanshi-syakyo.jp
この広報紙は社協会費及び共同募金配分金により発行しています。

社協だより 第26号平成23年7月28日
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相談内容 日時 場所 付記

弁 護 士 の 法 律 相 談

心 配 ご と 相 談

ふ れ あ い 福 祉 相 談

障 害 者 福 祉 相 談

介 護 相 談

福祉サービス利用支援相談

心 配 ご と 相 談

弁 護 士 の 法 律 相 談

心 配 ご と 相 談

心 配 ご と 相 談

心 配 ご と 相 談

毎月第1、第 3木曜日 13：00～16：00

毎月第 2、第 4火曜日 13：00～16：00

毎週月・水・金曜日 13：00～16：00

毎週火・木・土曜日 9：00～16：00

月～金曜日 8：30～17：15

月～金曜日 8：30～17：15

毎月第 2火曜日 13：00～16：00

10月 27日木曜日 13：00～16：00

毎月第 1火曜日 13：30～16：00

毎月第 2火曜日 10：00～12：00

毎月第 2火曜日 13：00～16：00

こがね荘

こがね荘

こがね荘

こがね荘

こがね荘

こがね荘

蓬莱荘

蓬莱荘

鳥越老人福祉センター

福祉複合施設カルテット

予約が必要です

専用電話274－4294

専用電話274－4100

予約が必要です

よいふくし

よ い わ ー

美川地域内巡回
（お問い合わせください）

ふれあいはくさん

白山市社会福祉協議会では、支所ごとに世代間交流事
業を開催しています。
核家族化が進み高齢者と子どもが接する機会が少なく
なっていると言われていますが、この機会を通じて、子
どもたちには高齢者に対する理解を深めてもらい、高
齢者の方には地域の子供たちと接することで外出や交
流の機会を持っていただいています。

白峰地区ではサツマイモの苗植を一緒にしました。
今から収穫が楽しみです！

尾口地区の「花いっぱい運動」です。
参加者全員協力して1,260株もの花の苗を植えました。
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社協の世代間交流事業

今号の目次
P2 決算報告、ふれあい電話訪問紹介
P3 ボランティアセンターから
P4 白山市身体障害者団体連合会 会員募集
P5 社協の介護サービスご紹介
P6,7 できごと
P8 ご寄附、賛助会員ご報告、相談案内

吉野谷地区で開催された七夕かざりです。
地区のみなさんでいっしょに飾りつけをしました。

同じく尾口地区の世代間交流グラウンドゴルフ大会です。
普段練習している技を教えたりして交流を深めます。



（3） （2）

平成22年度の事業活動決算が5月の理事会・評議員会で承認されました。

平成22年度事業活動決算

平成22年度　資金収支決算

支出
524,120千円

法人運営事業費
174,628千円（33.3%）

ボランティア事業費
3,076千円（0.6%）

施設管理
運営事業費
44,865千円（8.6%） 介護保険事業費

241,515千円（46.0%）

その他事業費
20,937千円（4.0%）地域福祉事業費

39,099千円（7.5%）

収入
530,690千円

補助・助成金収入
116,751千円（22.0%）

その他収入
56,427千円（10.6%）

負担金収入
63,376千円（11.9%）

受託金収入
42,432千円（8.0%）

介護保険収入
230,316千円（43.5%）

会費・寄附金収入
21,388千円（4.0%）

もしもし…お元気ですか？
白山市ふれあい電話訪問事業のご紹介

白山市社会福祉協議会ではお年寄りのみなさんに、電話を通じて楽しいお話のひとときを過ごしていただき、
孤独感・不安感の解消を図るため、電話訪問員によるふれあい電話訪問事業を実施しています。
「おかわりないですか？」と毎週１回、電話で声をお届けしています。

市内にお住まいのおおむね65歳以上のひとり暮らしや
高齢者のみ世帯の方

毎週月～金曜日　午前9時～午後4時
※祝日、年末年始はお休み

ふれあい電話訪問事業の利用をご希望の方は、直接、市社会
福祉協議会までご連絡下さい。ご希望の時間を調整のうえ、
ふれあい電話訪問員がお電話いたします。（利用料無料）

白山市社会福祉協議会松任支所
☎276－3151

対　象

実施日

申込先

申込方法

市内高齢者施設等を訪問し、施設の利用者との会話を通じて、高齢者の孤独感や不安感を和らげ、心豊かな
生活を支援する、傾聴ボランティアを養成する講座です。（9月1日から受付開始します。）

10月 5日（水）　午後1時30分～午後5時30分
10月12日（水）　午後1時30分～午後5時30分

白山市民交流センター　4階研修室AB

白山市内に在住で傾聴ボランティアに興味があり、
上記2日間共に参加可能な方。

20名※先着順　定員になり次第締切

無料

白山市社会福祉協議会ボランティアセンター
☎276－3151

日　時

場　所

申込先

対　象

定　員

参加費

ご希望される方を募集しています

被災地の皆さんの目線に立った活動を
～陸前高田市災害ボランティアセンターでの活動報告～

　５月３０日（月）から６月７日（火）まで、陸前高田市災害ボランティアセンター（以下「センター」）で、スタッフとして業務に
従事してきました。業務内容は、ボランティアとして来ていただいた方に、注意事項や心構えの説明を行うオリエンテー
ションが主でした。また、期間の後半にはニーズ調査とセンターのＰＲを兼ねて仮設住宅の訪問を行いました。
　現地ではボランティアの負傷が相次いでおり、ボランティア活動中の事故・怪我の防止について、特に注意喚起する

必要があります。仮設住宅の訪問では、入居している多くの方が今後
の生活に不安をお持ちで、その不安に耳を傾けていくことの必要性を
感じ、被災された方にお話を伺うと、「仮設住宅に入居してしばらくす
ると、行政からの食糧の配給が終了します。移動手段を持たない高齢
者は、どうやって食料を確保したらいいのか、不安です。」とおっしゃっ
ていました。
　全てのニーズに応えていくことはできませんが、継続的に被災者の声
に耳を傾け、不安を持った方に寄り添うような支援は必要だと思いまし
た。しかし、言葉の壁（方言）があり、コミュニケーションを取ることが大
変なため、地元の方がいないと支援は難しいとも実感しました。

　センターで斡旋したボランティアの活動内容は、田んぼ・畑の瓦礫撤去、家の片づけが主で、ボランティア数は、平日
では２００～３００人前後、休日で４００～５００人前後でしたが、まだボランティアが足りていない状況です。
　被災された現地の方からの話を伺うと、「全国から多くのボランティアさんが来てくれることには大変感謝してい
ます。ただ、ボランティアさんが足を踏み入れている陸前高田市は、津波によって１，５００人超の多くの市民が犠牲に
なった地であることをまず重く受け止めて欲しい。また、瓦礫の撤去作業をしてもらっていますが、その瓦礫は元々
陸前高田市民の大切な家であり、会社であり、家具であり、思い出の
品々です。だから瓦礫をゴミと思わないで、１つ１つ大切に扱って欲し
いし、慌てずにゆっくり着実に瓦礫の撤去をして欲しい。」とおっ
しゃっていました。
　現地で求められるのは、何よりも被災地住民の目線に立った支援、
ボランティアです。白山市社協としては、これからも被災地住民の目
線に立った活動を多くの方に呼びかけていきたいと思います。

松任支所　西田　真人

ボランティアの受付

地域住民、ボランティア、ボランティアスタッフ
との交流バーベキュー大会

傾 聴 ボ ラ ン ティ ア 養 成 講 座
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白山市身体障害者団体連合会ではいろいろな行事および事業をおこなっています。
みなさんも加入して一緒に活動しましょう。

グラウンドゴルフ大会
年1回、市内の身障者会員が参加し、
親睦を図っています。

聴覚障害者のための講習会
手話講習等の情報収集のため、日々勉
強しています。

温泉療養
会員による温泉療養を地区ごとに
行っています。県より3，000円、市よ
り2，000円の補助が出ます。

カラオケ歌謡クラブ
松任・鶴来地区で月1回～2回程度、ク
ラブ活動として開催しています。

サロン風景
「こがね荘」1階に「障害者ふれあいサ
ロン」を設けています。お気軽にお立
ち寄り下さい。
（水曜・日曜は休み）

視覚障害者パソコン教室
年5回コースでこがね荘にて開催し
ており、皆さん一生懸命、勉強してい
ます。

絵手紙教室
年5回コースで蓬莱荘にて開催して
おり、皆さん毎回、素晴らしい絵手紙
を作成しています。

白山ろく地区ふれあい交流会
毎年、6月頃にかんぽの郷尾口にて開
催しており、観劇を鑑賞し、その後は食
事をとりながら懇親を深めています。

障害者どうしの
親睦を深めませんか？

活 動
風 景

お問い合わせ　　白山市博労二丁目50番地こがね荘内　もしくは白山市社協各支所へ
　　　　　　　　白山市身体障害者団体連合会　☎276-3151

社協の介護サービス社協の介護サービス

住所／白山市湊町カ377-1　☎278-8811

デイサービスセンターは、通所により利用者の心身機能の維持・向上や介護する家族の負担を和らげるこ
とを目的に、高齢者が食事や入浴などのサービスを受けたり、レクリエーション（機能訓練）を楽しんだりし
て過ごしていただく介護施設で、7月から土曜日も営業しています。　
ここでは、隣接する小舞子温泉からお湯を引いたお風呂の利用と、調理員手づくりの昼食の提供で、利用
される高齢者の方々から大変喜ばれています。

社協の介護サービス 問い合わせはこちらまで ☎276-3151
●居宅介護支援
　松任ケアプランセンター　湊デイケアプランセンター
　鶴来ケアプランセンター
自宅で生活されている介護を必要とされる方、一人ひと
りの状態に合わせて介護サービスの利用を総合的に支
援いたします。

●訪問介護
　松任ホームヘルプセンター　美川ホームヘルプセンター
　鶴来ホームヘルプセンター
ホームヘルパーが高齢者又は障害者の方々のお宅へお
伺いし、安心して生活していただけるお手伝いをしてい
ます。

●訪問入浴
　松任訪問入浴センター　鶴来訪問入浴センター
高齢又は身体障害があるため自宅の浴槽や通所サービ
スの入浴を利用できない方を対象に、看護師と介護員
が入浴車で自宅にお伺いし、浴槽を持ち込み入浴してい
ただくサービスを行っています。

●通所介護
　美川デイサービスセンター　湊デイサービスセンター
在宅で介護を受ける高齢者の方に日帰りで利用してい
ただく通所介護施設で、お食事や入浴、レクリエーショ
ンなどのサービスを提供しています。

8：30～

9：30～

お迎え

血圧・体温の測定
入浴

湊デイサービスセンターの一日

営業日
月曜日～土曜日

営業時間
9：30～15：30

小舞子温泉のお湯を引いたお風呂。
ゆったりと入浴できます。

ゲームをして楽しく過ごします。

一生懸命創作しています。

外のデッキで森林浴。

湊デイサービス
小舞子温泉の効能
神経痛、慢性消化器病
筋肉痛、冷え症
関節痛、疲労回復
うちみ、くじき、健康増進
やけど、きりきず
慢性皮膚病

嚥下体操
昼食
レクリエーション　
（機能訓練）

おやつ

お送り

12：00～

15：00～

15：30～

25
（株）アイテックス

湊小学校

湊町
吉原
釜屋北

福島町

手
取
川

小舞子駅 美川駅

湊デイサービスセンター

７月から
土曜日も営

業湊デイサービスセンター湊デイサービスセンター湊デイサービスセンター
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白
山
市
身
体
障
害
者
団
体
連
合
会

定
期
総
会
障
害
者
の
つ
ど
い

　
５
月
２１
日
白
山
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
白
山
市
身
体
障
害
者
団
体
連
合
会
定
期

総
会
が
会
員
・
来
賓
他
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
併
せ
て

１
１
４
名
の
参
加
の
も
と
盛
大
に
行
わ
れ
ま

し
た
。北
川
勲
会
長
の
挨
拶
の
後
、功
績
の

あ
っ
た
５
名
の
方
を
表
彰
し
、来
賓
の
挨
拶
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
の
後
、議
案
の
審
議
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
後
、障
害
者
の
つ
ど
い
が
開
か
れ
、記
念

講
演
と
し
て
、と
き
わ
病
院
の
大
岸
敬
明
先
生

よ
り
、「
認
知
症
に
つ
い
て
」と
題
し
た
講
演
が

あ
り
ま
し
た
。興
味
深
い
テ
ー
マ
に
参
加
者
の

皆
さ
ん
は
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

白
山
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

連
絡
協
議
会

　総
会

　
5
月
22
日
鶴
来
総
合
文
化
会
館
ク

レ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
た
総
会
に
は
、

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
参
加

し
ま
し
た
。新
会
長
に
は
鶴
来
地
区

の
金
丸
和
弘
さ
ん
が
選
出
さ
れ
、就

任
の
挨
拶
と
新
役
員
の
紹
介
が
あ
り

ま
し
た
。

　
総
会
終
了
後
、白
山
・
野
々
市
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
の
小
谷
徹
さ
ん
よ

り
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。「
災
害
時
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
果
た
す
役
割
に
つ

い
て
」と
題
し
、東
日
本
大
震
災
の
被

災
地
と
な
っ
た
宮
城
県
石
巻
市
と
福

島
県
南
相
馬
市
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
つ
い
て
話
が
あ
り
ま
し
た
。

鳥
越
地
区
社
協

男
の
料
理
教
室

　
6
月
の
14
日
、17
日
、18
日
に
鳥
越
地

区
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の「
男
の
料

理
教
室
」が
鳥
越
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。地
区
の
方
35
名
の

参
加
が
あ
り
、食
生
活
改
善
推
進
協
議

会
鳥
越
支
部
メ
ン
バ
ー
の
指
導
に
よ
り

四
品
の
調
理
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
慣
れ
な
い
手
つ
き
な
が
ら

も
、と
れ
た
て
の
新
鮮
夏
野
菜
の
食
材
を

利
用
し
た
、栄
養
バ
ラ
ン
ス
あ
ふ
れ
る
料

理
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
料
理
を
通
じ
た
交
流
が
あ
り
、「
こ
れ

か
ら
も
開
催
し
て
い
き
た
い
」と
好
評
で

し
た
。

加
賀
地
区
赤
十
字
奉
仕
団

東
日
本
大
震
災
支
援

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

　
5
月
29
日
加
賀
市
の
ア
ビ
オ
シ

テ
ィ
ー
加
賀
で
、加
賀
地
区
の
赤
十
字

奉
仕
団
に
よ
る「
東
日
本
大
震
災
支
援

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
」が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。白
山
市
内
よ
り
、松
任
・
美
川
・

鶴
来
・
白
山
麓
の
各
奉
仕
団
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
天
候
の
悪
い
中
た
く
さ
ん
の
方
々
が

来
場
さ
れ
、４
７
６
，４
９
０
円
の
収
益

金
が
集
ま
り
ま
し
た
。こ
の
収
益
金
は
、

東
日
本
大
震
災
救
援
募
金
に
送
り
ま
し

た
。大
勢
の
皆
様
に
ご
協
力
を
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

林
中
地
区
社
協
合
同
研
修
会

　
５
月
２７
日
、林
中
公
民
館
に
て
林

中
地
区
社
協
合
同
研
修
会
に
講
師
と

し
て
お
招
き
い
た
だ
き
、現
在
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す「
は
く
さ
ん

安
心
ネ
ッ
ト
」に
つ
い
て
話
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。地
域
の
課
題
は

サ
ー
ビ
ス
に
頼
る
だ
け
で
は
解
決
は

難
し
い
と
い
う
認
識
を
皆
さ
ん
が

持
っ
て
い
て
、今
後「
林
中
地
区
や
参

加
者
そ
れ
ぞ
れ
の
町
内
に
持
ち
帰
っ

て
検
討
し
て
み
る
」と
い
っ
た
ご
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
地
域

で
地
域
の
福
祉
を
考
え
て
い
く
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

壁
塗
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
施

　
石
川
県
左
官
業
組
合
の
組
合
員
の
方
々
に
、高

齢
者
の
一
人
暮
ら
し
の
方
を
対
象
に
壁
塗
り
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。体
に

よ
い
と
さ
れ
る
珪
藻
土
を
使
用
し
て
部
屋
や
玄

関
の
壁
を
き
れ
い
に
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。希

望
さ
れ
た
方
か
ら「
最
近
は
土
の
壁
が
少
な
く
な

り
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
壁
を
塗
っ
て
も
ら
え
る
と

本
当
に
助
か
る
し
、あ
り
が
た
い
」と
い
う
声
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。組
合
長
の
安
田
さ
ん
は「
高

齢
者
の
方
に
喜
ん
で
い
た
だ
き
、ま
た
健
康
で
少

し
で
も
長
生
き
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
。毎
年
6
月
頃
に
活
動
し
て
お
り
今
後
も
続

け
て
い
き
た
い
」と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

中
奥
地
区

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
交
流
会

　
５
月
22
日
、中
奥
公
民
館
に
て
中

奥
地
区
で
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
を
運

営
し
て
い
る
関
係
者
、地
区
社
協
の

役
員
が
集
ま
り
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。中
奥
地
区
に
は
４
つ
の
サ

ロ
ン
が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
が
自
主
的

に
活
動
を
し
て
い
ま
す
。各
サ
ロ
ン

か
ら
は
参
加
者
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
、開

催
内
容
に
つ
い
て
、そ
し
て
町
内
会

と
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
市
社
協

と
し
て
現
状
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。今
後
も
地
域
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

の
開
設
及
び
運
営
の
方
法
な
ど
に

つ
い
て
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

で き ご と
老
人
ク
ラ
ブ
運
動
会

　
6
月
5
日
松
任
地
区
で
は
今
年
度
、初
の
試
み
と
し

て
松
任
総
合
運
動
公
園
体
育
館
で
運
動
会
を
行
い
ま

し
た
。初
め
て
と
い
う
こ
と
で
戸
惑
う
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、参
加
者
の
皆

さ
ん
は
玉
入
れ
や

じ
ょ
ん
か
ら
踊
り
で

楽
し
み
ま
し
た
。

　
屋
内
で
行
う
こ
と

で
、雨
天
で
も
開
催
で

き
る
こ
と
な
ど
利
点

が
あ
り
、よ
か
っ
た
と

い
う
意
見
が
多
く
あ

り
ま
し
た
。ま
だ
ま
だ

改
善
点
も
多
く
あ
り
、

次
回
の
開
催
に
向
け

て
検
討
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
同
日
美
川
地
区

で
は
美
川
体
育
館

を
会
場
に
行
い
、汗

ば
む
陽
気
の
中
、会

員
約
３
０
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
地
区
を「
鶴
」「
亀
」

「
梅
」「
松
」の
４
チ
ー

ム
に
分
け
、ボ
ウ
リ

ン
グ
ゲ
ー
ム
や
お
魚

つ
り
ゲ
ー
ム
な
ど
８

種
目
が
行
わ
れ
ま

し
た
。参
加
者
は
真

剣
な
表
情
で
競
技

に
取
り
組
み
、得
点

を
争
い
ま
し
た
。み
な
さ
ん
競
技
を
楽
し
み
、

爽
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。
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白
山
市
身
体
障
害
者
団
体
連
合
会

定
期
総
会
障
害
者
の
つ
ど
い

　
５
月
２１
日
白
山
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
白
山
市
身
体
障
害
者
団
体
連
合
会
定
期

総
会
が
会
員
・
来
賓
他
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
併
せ
て

１
１
４
名
の
参
加
の
も
と
盛
大
に
行
わ
れ
ま

し
た
。北
川
勲
会
長
の
挨
拶
の
後
、功
績
の

あ
っ
た
５
名
の
方
を
表
彰
し
、来
賓
の
挨
拶
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
の
後
、議
案
の
審
議
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
後
、障
害
者
の
つ
ど
い
が
開
か
れ
、記
念

講
演
と
し
て
、と
き
わ
病
院
の
大
岸
敬
明
先
生

よ
り
、「
認
知
症
に
つ
い
て
」と
題
し
た
講
演
が

あ
り
ま
し
た
。興
味
深
い
テ
ー
マ
に
参
加
者
の

皆
さ
ん
は
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

白
山
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

連
絡
協
議
会

　総
会

　
5
月
22
日
鶴
来
総
合
文
化
会
館
ク

レ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
た
総
会
に
は
、

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
参
加

し
ま
し
た
。新
会
長
に
は
鶴
来
地
区

の
金
丸
和
弘
さ
ん
が
選
出
さ
れ
、就

任
の
挨
拶
と
新
役
員
の
紹
介
が
あ
り

ま
し
た
。

　
総
会
終
了
後
、白
山
・
野
々
市
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
の
小
谷
徹
さ
ん
よ

り
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。「
災
害
時
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
果
た
す
役
割
に
つ

い
て
」と
題
し
、東
日
本
大
震
災
の
被

災
地
と
な
っ
た
宮
城
県
石
巻
市
と
福

島
県
南
相
馬
市
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
つ
い
て
話
が
あ
り
ま
し
た
。

鳥
越
地
区
社
協

男
の
料
理
教
室

　
6
月
の
14
日
、17
日
、18
日
に
鳥
越
地

区
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の「
男
の
料

理
教
室
」が
鳥
越
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。地
区
の
方
35
名
の

参
加
が
あ
り
、食
生
活
改
善
推
進
協
議

会
鳥
越
支
部
メ
ン
バ
ー
の
指
導
に
よ
り

四
品
の
調
理
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
慣
れ
な
い
手
つ
き
な
が
ら

も
、と
れ
た
て
の
新
鮮
夏
野
菜
の
食
材
を

利
用
し
た
、栄
養
バ
ラ
ン
ス
あ
ふ
れ
る
料

理
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
料
理
を
通
じ
た
交
流
が
あ
り
、「
こ
れ

か
ら
も
開
催
し
て
い
き
た
い
」と
好
評
で

し
た
。

加
賀
地
区
赤
十
字
奉
仕
団

東
日
本
大
震
災
支
援

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

　
5
月
29
日
加
賀
市
の
ア
ビ
オ
シ

テ
ィ
ー
加
賀
で
、加
賀
地
区
の
赤
十
字

奉
仕
団
に
よ
る「
東
日
本
大
震
災
支
援

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
」が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。白
山
市
内
よ
り
、松
任
・
美
川
・

鶴
来
・
白
山
麓
の
各
奉
仕
団
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
天
候
の
悪
い
中
た
く
さ
ん
の
方
々
が

来
場
さ
れ
、４
７
６
，４
９
０
円
の
収
益

金
が
集
ま
り
ま
し
た
。こ
の
収
益
金
は
、

東
日
本
大
震
災
救
援
募
金
に
送
り
ま
し

た
。大
勢
の
皆
様
に
ご
協
力
を
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

林
中
地
区
社
協
合
同
研
修
会

　
５
月
２７
日
、林
中
公
民
館
に
て
林

中
地
区
社
協
合
同
研
修
会
に
講
師
と

し
て
お
招
き
い
た
だ
き
、現
在
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す「
は
く
さ
ん

安
心
ネ
ッ
ト
」に
つ
い
て
話
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。地
域
の
課
題
は

サ
ー
ビ
ス
に
頼
る
だ
け
で
は
解
決
は

難
し
い
と
い
う
認
識
を
皆
さ
ん
が

持
っ
て
い
て
、今
後「
林
中
地
区
や
参

加
者
そ
れ
ぞ
れ
の
町
内
に
持
ち
帰
っ

て
検
討
し
て
み
る
」と
い
っ
た
ご
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
地
域

で
地
域
の
福
祉
を
考
え
て
い
く
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

壁
塗
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
施

　
石
川
県
左
官
業
組
合
の
組
合
員
の
方
々
に
、高

齢
者
の
一
人
暮
ら
し
の
方
を
対
象
に
壁
塗
り
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。体
に

よ
い
と
さ
れ
る
珪
藻
土
を
使
用
し
て
部
屋
や
玄

関
の
壁
を
き
れ
い
に
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。希

望
さ
れ
た
方
か
ら「
最
近
は
土
の
壁
が
少
な
く
な

り
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
壁
を
塗
っ
て
も
ら
え
る
と

本
当
に
助
か
る
し
、あ
り
が
た
い
」と
い
う
声
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。組
合
長
の
安
田
さ
ん
は「
高

齢
者
の
方
に
喜
ん
で
い
た
だ
き
、ま
た
健
康
で
少

し
で
も
長
生
き
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
。毎
年
6
月
頃
に
活
動
し
て
お
り
今
後
も
続

け
て
い
き
た
い
」と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

中
奥
地
区

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
交
流
会

　
５
月
22
日
、中
奥
公
民
館
に
て
中

奥
地
区
で
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
を
運

営
し
て
い
る
関
係
者
、地
区
社
協
の

役
員
が
集
ま
り
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。中
奥
地
区
に
は
４
つ
の
サ

ロ
ン
が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
が
自
主
的

に
活
動
を
し
て
い
ま
す
。各
サ
ロ
ン

か
ら
は
参
加
者
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
、開

催
内
容
に
つ
い
て
、そ
し
て
町
内
会

と
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
市
社
協

と
し
て
現
状
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。今
後
も
地
域
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

の
開
設
及
び
運
営
の
方
法
な
ど
に

つ
い
て
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

で き ご と
老
人
ク
ラ
ブ
運
動
会

　
6
月
5
日
松
任
地
区
で
は
今
年
度
、初
の
試
み
と
し

て
松
任
総
合
運
動
公
園
体
育
館
で
運
動
会
を
行
い
ま

し
た
。初
め
て
と
い
う
こ
と
で
戸
惑
う
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、参
加
者
の
皆

さ
ん
は
玉
入
れ
や

じ
ょ
ん
か
ら
踊
り
で

楽
し
み
ま
し
た
。

　
屋
内
で
行
う
こ
と

で
、雨
天
で
も
開
催
で

き
る
こ
と
な
ど
利
点

が
あ
り
、よ
か
っ
た
と

い
う
意
見
が
多
く
あ

り
ま
し
た
。ま
だ
ま
だ

改
善
点
も
多
く
あ
り
、

次
回
の
開
催
に
向
け

て
検
討
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
同
日
美
川
地
区

で
は
美
川
体
育
館

を
会
場
に
行
い
、汗

ば
む
陽
気
の
中
、会

員
約
３
０
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
地
区
を「
鶴
」「
亀
」

「
梅
」「
松
」の
４
チ
ー

ム
に
分
け
、ボ
ウ
リ

ン
グ
ゲ
ー
ム
や
お
魚

つ
り
ゲ
ー
ム
な
ど
８

種
目
が
行
わ
れ
ま

し
た
。参
加
者
は
真

剣
な
表
情
で
競
技

に
取
り
組
み
、得
点

を
争
い
ま
し
た
。み
な
さ
ん
競
技
を
楽
し
み
、

爽
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。
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世代間交流事業世代間交流事業

ふれあいはくさん

※ 相談は、祝日、休日を除きます。

【松任支所】問い合わせ：こがね荘　TEL 276－3151

【美川支所】問い合わせ：美川ボランティアセンター　TEL 278－8555

【鶴来支所】問い合わせ：蓬莱荘　TEL 272－2750

【鳥越支所】問い合わせ：鳥越老人福祉センター　TEL 254－2446

【白峰支所】問い合わせ：福祉複合施設カルテット　TEL 259－8001

高齢者・障害者の福祉サービス利用援助、
金銭管理等の相談

定例無料相談

社会福祉法人白山市社会福祉協議会
白山市博労二丁目50番地（こがね荘内）
TEL 076（276）3151　FAX 076（276）4535

ホームページ　http://www.hakusanshi-syakyo.jp/
Eメール　syakyo- info@hakusanshi-syakyo.jp
この広報紙は社協会費及び共同募金配分金により発行しています。

社協だより 第26号平成23年7月28日

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
平
成
23
年
7
月
5
日
現
在

　順
不
同
、敬
称
略
）

虎
井
悦
子

　
　桑
原
一
正

　
　小
西
敏

　
　
　山
岸
幸
博

皆
様
か
ら
の
ご
寄
付
は
、地
域
福
祉
活
動
の
財
源
と
し
て
、有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
芳
志

ご
芳
志
社
会
福
祉
の
た
め
に
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

社
会
福
祉
の
た
め
に
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
有
）小
笹
電
気
商
会

（
株
）オ
ー
テ
ィ
・
マ
ッ
ト
ー

加
賀
味
噌
食
品
工
業
協
同
組
合

（
株
）加
藤
建
設

（
株
）木
村
塗
装

（
株
）か
わ
い

（
株
）共
和
建
設

（
株
）ク
ス
リ
の
ア
オ
キ

（
株
）コ
コ
地
建

（
株
）車
多
酒
造

賛
助
会
員

賛
助
会
員

本
年
ご
逝
去
さ
れ
た
白
山
市
鶴
来
地
区
の
山
岸
秀
子
さ
ん
の

ご
遺
志
に
よ
り
、ご
主
人
の
山
岸
幸
博
さ
ん
か
ら
1
0
0
万
円

の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。鶴
来
地
区
の
社
会
福
祉
推
進
事

業
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
で
し
た
の
で
、今
後
福
祉
活

動
に
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

高
額
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

高
額
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

相談内容 日時 場所 付記

弁 護 士 の 法 律 相 談

心 配 ご と 相 談

ふ れ あ い 福 祉 相 談

障 害 者 福 祉 相 談

介 護 相 談

福祉サービス利用支援相談

心 配 ご と 相 談

弁 護 士 の 法 律 相 談

心 配 ご と 相 談

心 配 ご と 相 談

心 配 ご と 相 談

毎月第1、第 3木曜日 13：00～16：00

毎月第 2、第 4火曜日 13：00～16：00

毎週月・水・金曜日 13：00～16：00

毎週火・木・土曜日 9：00～16：00

月～金曜日 8：30～17：15

月～金曜日 8：30～17：15

毎月第 2火曜日 13：00～16：00

10月 27日木曜日 13：00～16：00

毎月第 1火曜日 13：30～16：00

毎月第 2火曜日 10：00～12：00

毎月第 2火曜日 13：00～16：00

こがね荘

こがね荘

こがね荘

こがね荘

こがね荘

こがね荘

蓬莱荘

蓬莱荘

鳥越老人福祉センター

福祉複合施設カルテット

予約が必要です

専用電話274－4294

専用電話274－4100

予約が必要です

よいふくし

よ い わ ー

美川地域内巡回
（お問い合わせください）

ふれあいはくさん

白山市社会福祉協議会では、支所ごとに世代間交流事
業を開催しています。
核家族化が進み高齢者と子どもが接する機会が少なく
なっていると言われていますが、この機会を通じて、子
どもたちには高齢者に対する理解を深めてもらい、高
齢者の方には地域の子供たちと接することで外出や交
流の機会を持っていただいています。

白峰地区ではサツマイモの苗植を一緒にしました。
今から収穫が楽しみです！

尾口地区の「花いっぱい運動」です。
参加者全員協力して1,260株もの花の苗を植えました。

松
任
地
区

白
山
農
業
協
同
組
合
手
取
支
店 

（
株
）西
山
旅
館

吉
野
谷
地
区

（
有
）山
口
光
洋
舎

（
有
）一
里
野
高
原
ホ
テ
ル

（
株
）山
﨑
旅
館

電
源
開
発（
株
）手
取
川
事
務
所

（
株
）中
田
組

（
株
）山
﨑
組

（
有
）一
里
野
ア
ル
ペ
ン

（
有
）マ
ル
イ
商
事

尾
口
地
区

（
株
）ト
ス
マ
ク
・
ア
イ

（
株
）ト
ヨ
タ
レ
ン
タ
リ
ー
ス
石
川

ニ
ッ
コ
ー（
株
）

白
山
建
設（
株
）

（
株
）フ
ジ
タ

北
陸
信
用
金
庫

（
有
）村
松
如
矢
商
店

社協の世代間交流事業

今号の目次
P2 決算報告、ふれあい電話訪問紹介
P3 ボランティアセンターから
P4 白山市身体障害者団体連合会 会員募集
P5 社協の介護サービスご紹介
P6,7 できごと
P8 ご寄附、賛助会員ご報告、相談案内

吉野谷地区で開催された七夕かざりです。
地区のみなさんでいっしょに飾りつけをしました。

同じく尾口地区の世代間交流グラウンドゴルフ大会です。
普段練習している技を教えたりして交流を深めます。


